
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

  

「9条壊すな」「生活苦しいヤツ声あげろ」東京都内

で 9 日に行われた安倍政権に退陣を求めるデモ行進と

緊急集会の参加者は、安倍政権への怒りが込められた

プラカードを掲げ、地鳴りのようなコールをあげまし

た。歩道からも拳をあげるなど、共感を表す人が多く

いました。「未来のための公共」や「AEQUITAS」（エキ

タス）などがサウンドカーのてい団をだし、多くの市

民、労働組合員らが参加しました。早稲田大学でシン

ポジウムを開いていた、「安全保障関連法に反対する学

者の会」も合流しました。 

「安倍政権に退陣を求める」声は、全国各地に広が

っています。７月９日（日）、「安倍政権退陣を求める

緊急デモ」は、東京・新宿で 8000 人が参加して行わ

れました。北海道・東京・愛知・和歌山・愛媛・福岡

などでも行われました。 

  

 

 

加計学園の獣医学部新設をめぐる疑惑について、衆参両院で閉会中審査が行われた７月１０日、

総がかり行動実行委員会は、国会議員会館前で「森友」「加計」疑惑の徹底究明と、安倍晋三内閣の

退陣をもめる緊急集会をひらきました。緊急の呼びかけにかかわらず、３５０名が参加し、「疑惑隠



しは許さないぞ」「安倍首相はいますぐ辞めろ」とコールを上げました。 

主催者あいさつで、総がかり行動実行委員会の福山真劫共同代表は、内閣支持率が急落している

ことを紹介し、「世論の潮目が変わってきた」と強調し、市民と野党の共同の力で、安倍政権打倒、

共謀罪廃止を実現しようと呼びかけました。 

９条の会事務局長・東京大学教授の小森陽一さんが授業の合間にかけつけ、「きょうの行動も憲法

をいかして行われている。私たち主権者が憲法を掲げ、憲法を生かした国をつくれるかの正念場で

す。」と訴えました。日本共産党の山添拓参院議員、民進党の斎藤義隆参院議員、社民党の福島瑞穂

参院議員が連帯挨拶しました。 

※７月１４日（金）、滋賀県では、「安倍政権に退陣を求める７・１４緊急デモ」が草津駅近くで

行われる予定です。 

 

岩手県議会、森友・加計真相究明求める意見書採択！ 
 岩手県議会６月定例会に、いわて労連が提出していた「政府に対し、『森友学園』『加計学園』疑

惑の速やかな真相究明と国民への説明責任を果たすよう求める請願」について、賛成多数で採択さ

れ、意見書として提出されました。県議会では、長野県に続いて全国２番目の採択です。いわて労

連議長の金野耕治さんは、「引き続き、安倍政権の国政私物化、独裁的・反動的政治に抗議する運動

を強めていきましょう。」と呼びかけています。 

 

 


